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内容の要旨および審査の結果の要旨
動物を高濃度酸素に長時間暴露すると，肺サーファクタントに変化が生じ，成人呼吸窮迫症候群
(ＡRDS）様の呼吸不全を来すことが知られている。著者は，成熟ウサギ38羽を用い，酸素中毒による呼
吸不全に対しサーファクタン卜補充療法（濃度25mg／､lのSurfactantCKを，2.5,1／kｇ肺内に注入）
および人工呼吸の予防的ならびに治療的有効性を検討し，以下の結果を得た。
１．酸素中毒の経過を観察した群（n＝７）では，酸素ボックス（酸素濃度95％以上）内で飼育中，
８８±20時間（mean±SD）で“あえぎ呼吸'，を開始し，９６±20時間で死亡した。このとき，11.3±2.0
ｍlの肺水腫液を認めた。
２．‘`あえぎ呼吸”を開始した時点で，純酸素による人工呼吸を施行した群（n＝７）では，人工呼吸開
始時に480±58ｍHgであった動脈血酸素分圧（PaO2）が８時間後には101±70mmHgに低下した。また，
このウサギに対してサーファクタン卜補充療法を施行しても，治療効果は不確実であった。
３．酸素ボックス内飼育64時間目の，“あえぎ呼吸''開始以前に人工呼吸を施行した群（ｎ＝７）でも，
500mmHg以上のPaO2が12時間後には100ｍHg以下に低下した。すなわち，酸素ボックス内で自発呼吸
にまかせた場合に比べ，人工呼吸を施行した方がPaO2の低下が促進された。
４．６４時間の酸素ボックス内飼育後，予防的に補充療法を施行した群（n＝７）では，純酸素を用いた人
工呼吸を12時間続けてもＰａＯ２の平均値が300ｍHg以上に保たれた。一方，正常なウサギ（ｎ＝10）で
は，純酸素を用いた人工呼吸を12時間行なってもＰａＯｉは低下しなかった。
５．SurfactantCKの最小表面張力は14±0.5,N／、（n＝７）であるが，酸素中毒により死亡したウ
サギから得られた肺水腫液を添加すると206±1.1,N／ｍに上昇し，表面活性は失活した。
本研究では，まず，酸素中毒の準備状態にある動物に純酸素による間欧的陽圧呼吸を施行すると，肺障
害が加速されることを確認した。そのうえで，呼吸不全が発症する以前にサーファクタント補充療法を行
なうと，肺障害の進行が軽減できることを明かにした。さらに，酸素中毒による肺水腫液には，サーファ
クタン卜の活性阻害作用があることも確めた。以上より，本研究は，ＡRDSの病態を解明するとともに，
これに対する予防ならびに治療対策として補充療法が有効であることを明確にした貴重な論文と評価された。
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